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児童生徒の確かな力を育む学びを目指して 

 

中村くみ子・本間清香・高橋幸・赤坂樹里・佐藤佑哉・小原一志*，上濱龍也** 

*岩手大学教育学部附属特別支援学校，**岩手大学教育学部 

（令和４年３月 14 日受理） 

 

１１  ははじじめめにに  

観点別評価に取り組んだ前次研究 1）の課題とし

て，児童生徒が自分の力を限られた授業場面だけで

なく様々な場面で発揮できるようカリキュラム・マ

ネジメントが必要であることが挙げられた。 

児童生徒が様々な場面で自分の力を発揮するた

めには，もっている力をいつでもどこでも誰とで

も発揮できるような確かな力に育てることが必要

である。これまでは教育課程の中心に据えている

各教科等を合わせた指導に着目して授業づくりに

取り組んできたが，児童生徒がもっている力を確

かな力に育てていくためには，教科別の指導等に

も目を向け，児童生徒がそれぞれの学習で身に付

けた力を様々な生活場面で発揮できるようにして

いく必要があると考えた。 

また，特別支援学校学習指導要領を踏まえ，カ

リキュラム・マネジメントを実施するためには，

本校における「育成を目指す資質・能力」を明確

にし，それらの資質・能力を育成できるよう教科

等横断的な視点で教育課程を見直し，児童生徒の

学びを検討していくことが必要であると考えた。 

 

２２  研研究究のの目目的的  

 本校の「育成を目指す資質・能力」を明らかにし，

教科等横断的な視点で教育課程を見直し，生活場面

で発揮できる確かな力の育成を目指す。 

 

３３  研研究究のの方方法法とと内内容容  

(1) 本校の「育成を目指す資質・能力」の明確化 

(2) 児童生徒の学びをつなげる指導計画の作成 

(3) 各教科等を合わせた指導と教科別の指導との

関連を踏まえた授業実践 

 

４４  研研究究構構想想  

(1)「育成を目指す資質・能力」の位置付け  

 特別支援学校学習指導要領総則編 2）には，「育成

を目指す資質・能力」について，「教科等の枠組み

を踏まえて育成を目指す資質・能力」と「教科等横

断的な視点に立った資質・能力の育成」について示

されている。田淵（2020）3)は，学校教育目標の実

現には各教科等の枠組みを踏まえて育成する資質・

能力とそれらを教科等横断的な視点で捉えて育成

する資質・能力という２層の構造が重要であると考

えられると述べている。それを基に本校における

「育成を目指す資質・能力」の位置付けについて表

したものが図１である。 

 

 

(2)研究構想 

ア 本校の学校教育目標の実現に必要な「育成を 

目指す資質・能力」を明確にするためには，まず

目の前の児童生徒の姿から検討していくことが

取り組みやすいと考えた。そこで，各教科等を合

わせた指導において「育成を目指す資質・能力」

の検討から取り組むこととする。各教科等を合わ

せた指導における「教科等の枠組みを踏まえて育

成を目指す資質・能力（図１の下線）」の確認を

し，それを踏まえて，各教科等を合わせた指導，

学部目標，学校教育目標により育成を目指す「教

図１ 本校の「育成を目指す資質・能力」の位置付け 
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科等横断的な視点に立った資質・能力」を明らか

にする。 

イ 各教科等を合わせた指導と教科別の指導で取

り扱う学習内容の関連を確認し，図２のように児

童生徒の学びがつながるようそれぞれの単元の

時期や学習内容の配列を検討する。 

 

ウ 各教科等を合わせた指導と教科別の指導の関

連を踏まえた授業づくりを行う。 

 

５５  研研究究のの実実際際  

(1)１年次の取り組み 5） 

ア 各教科等との関連を踏まえた各教科等を合わ

せた指導の授業づくり 

各教科等を合わせた指導については，学習指導

要領では，各教科等の「育成を目指す資質・能力」

を明確にして指導計画を立てることが求められ

ている。「単元構想シート 3）4）」を活用し，各教科

等を合わせた指導に関連する各教科等の目標・内

容を児童生徒全員分について確認を行った。それ

らを授業者間で共有し，単元計画を立てた。この

確認した関連する各教科等の目標・内容が「教科

等の枠組みを踏まえて育成を目指す資質・能力

（図１下線）」になるものである。その授業につい

て授業研究会を実施し，関連する各教科等の目

標・内容を踏まえた授業づくりについて意見交換

した。 

イ 本校における「育成を目指す資質・能力」の検 

 討 

「単元構想シート」により各教科等との関連を

確認したことを踏まえ，小学部は遊びの指導と生

活単元学習，中学部と高等部は作業学習，各学部

目標，学校教育目標において「育成を目指す資質・

能力」について学部研究会や全校研究会等で検討

を行った。 

(2)２年次の取り組み 

ア 「育成を目指す資質・能力」の共有 

明らかにした本校の「育成を目指す資質・能力」 

について，年度始めの全校研究会において共有を 

図り，授業づくりを始めた。 

イ 各教科等を合わせた指導と教科別の指導の学

習内容の配列の検討 

各教科等を合わせた指導に関連する各教科等

の目標・内容を確認した１年次の取り組みを踏ま

え，取り扱う学習内容の時期や期間について各学

部で検討を行った。 

各教科等を合わせた指導と教科別の指導で関

連する学習内容がいつ取り扱われるのか一目で

確認できるよう「各教科等関連表」を作成した。

これを踏まえ，関連する学習内容を取り扱う教科

別の指導の授業について授業研究会を実施した。

学んだことが教科別の指導と各教科等を合わせ

た指導の中でそれぞれの学習場面でどのように

つながっていくのか，どう生かしていくのかにつ

いて意見交換した。 

(3）授業づくりを中心としたカリキュラム・マネジ 

 メント 

本校は長年授業づくりにこだわり，全校で児童

生徒が「主体的に活動する姿」を目指した授業実

践を行ってきた。カリキュラム・マネジメントに

必要なポイントや本研究で明らかにした「育成を

目指す資質・能力」及び「各教科等関連表」の作

成を本校の授業づくりに当てはめ，図３のように

整理した。 

(4)学校公開研究会 

  11月26日の学校公開研究会では各教科等を合

わせた指導の授業について，１年次に明らかにし

た「育成を目指す資質・能力」につながる授業で

あったのかを協議の柱に意見交換を行った。 

 

各教科等の 

指導 
（教科別の指導）  

教科における目標 

  

【教教科科等等のの枠枠組組みみをを  

踏踏ままええてて育育成成をを目目指指すす

資資質質・・能能力力】 

各教科等を合わせた指導 
学習のねらい 

単元目標 

単元における個別の目標 

【教教科科等等横横断断的的なな視視点点にに立立っったた  

資資質質・・能能力力のの育育成成】 

 

 

  

生活科，国語，算数，音楽，図画工作，体育，道徳科，特

別活動，自立活動，外国語活動の中から設定（小学部の場合） 

【教教科科等等のの枠枠組組みみをを踏踏ままええてて  

育育成成をを目目指指すす資資質質・・能能力力】 

学びがつながるように学

習内容の配列を検討する 

 

図２ 学びをつなげるイメージ 
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６６  結結果果 

以下，(1)から（4）は図３のカリキュラム・マ

ネジメントのポイントに沿って，（5）は学校公開

研究会を受けての取り組み結果について述べる。 

(1)何ができるようになるか 

本校の学校教育目標，学部目標，学習のねらい 

は児童生徒の主体的に活動する姿を示しており，そ

れらを実現するために必要な力を「育成を目指す資

質・能力」と考え，全校研究会や学部研究会，授業

研究会で検討を重ね，本校の「育成を目指す資質・

能力」を明らかにした（資料１）。この「育成を目

指す資質・能力」を育むことが今もっている力をい

つでもどこでも誰とでも発揮できる確かな力に育

てることになり，主体的で豊かに生きるという学校

教育目標の実現につながると考え，全校で共有した。 

(2)何を学ぶか 

①「各教科等関連表」の作成と活用 

児童生徒がもっている力を確かな力に育てて

いくためには，各教科等を合わせた指導で学んだ

ことを教科別の指導で深めたり，教科別の指導で

学んだことを各教科等を合わせた指導で発展さ

せたりするなどしながら，身に付けた力を発揮で

きるようにしていく必要がある。そのために，児

童生徒がいつ，何を学んでいるのかを確認し，そ

の学びがつながるよう学習内容の配列を検討し，

図４のような「各教科等関連表」を作成した。 

 

 

 

作成した「各教科等関連表」を活用し，各教科等

を合わせた指導に関連している学習内容を取り扱

った教科別の指導について表１のとおり授業研究

会を実施した。 

 

 

「各教科等関連表」を作成することで，他の学習

とのつながりを意図した授業づくりを行うことが

できた。 

②「単元構想シート」の作成と活用 

岩手大学教職大学院 田淵・佐々木・東（2020）

により開発された「単元構想シート」を作成するこ

とで，その単元において児童生徒一人一人が何を 

学

部 

  
  

  

  

教教科科名名  
単単元元・・題題材材名名  

同時期の各教科等を合わせた指導 

 

小 

体体育育  

（１・２年） 
ママッットト運運動動ををししよようう  

遊びの指導「ペタペタあそびをしよう」 

 

中 

国国語語・・数数学学  
おもしろ３組 

注注文文販販売売にに向向けけてて学学習習ししよようう  

作業学習「注文販売をしよう」 

 

高 

国国語語・・数数学学  
トライ１組 

買買いい物物ししてて，，ススイイーーツツをを作作ろろうう  
作業学習「ガンフ工房販売会に向けて」 

表１ 令和３年度実施した授業研究会 

図３ 授業づくりを中心とした 

カリキュラム・マネジメント 
図４ 各教科等関連表（高等部） 

作業学習と関連のある各教

科の学習内容を記載し，学

びのつながりが見えるよう

にした 

国国  
語語 

数数

学学  
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【資料１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主体的に活動する姿（期待する姿） 主体的に活動する姿を実現するために必要な力

手順や道具・用具の使
い方が分かり、丁寧に、
正確に、精いっぱい作
業する。

よりよく作業するため
に自分で考え、判断し、
働く仲間と確認や報告
しながら作業する。

自分から作業に取り組
み、働く仲間とともに、
最後まで作業する。

作業内容や手順・役割
が分かり作業する。

自分で考え、確認し、伝
えながら作業する。

仲間とともに、目標に
向けて作業する。

（1） 自分の仕事や活動にやりがいをもち、意欲的に活動する
　　　生徒
（2） 自分の力を十分に発揮して活動する生徒
（3） 自分から積極的に活動する生徒
（4） 精いっぱい作業に取り組み、働く喜び、成就感、達成感を
　　　もつ生徒
（5） 仲間と協力し合い、仲間との生活に楽しみをもつ生徒
(6) 心身ともに豊かに生きる生徒

（1） 各作業班における目標を達成したり、課題を解決したり
      することにより、仲間とともに主体的に作業に取り組ん
　　　だ達成感や充実感を味わう。
（2） 実際的な作業活動や産業現場等における実習を通して
      将来の職業生活や社会自立に必要な事柄を身に付ける。

（1） 生き生きと活動する児童
（2） 自分の力を発揮する児童
（3） 自分の役割に取り組む児童
（4） 存分に活動し、満足感をもつ児童
（5） みんなと仲良く、協力する児童
（6） 明るく元気な児童

（1） 各作業班における目標を達成したり、課題を解決したり
      することにより、仲間とともに主体的に作業に取り組ん
　　　だ達成感や充実感を味わう。
（2） 実際的な作業活動を通して将来の職業生活や社会自立
      に必要な事柄を身に付ける。

作業学習　ねらい

高　等　部　目　標

作業学習　ねらい

楽しく、自分から、繰り
返し遊ぶ。

　現在及び将来の社会生活において、主体的に、そ
して豊かに生きる人を育成する。
　１　やりがいをもって意欲的に活動する人
　２　自分の力で取り組む人
　３　自分の役割に進んで取り組む人
　４　精いっぱい活動し、満足感・成就感をもつ人
　５　仲間とともに協力する人
　６　心身ともに豊かに生きる人

（1） 繰り返し遊んだり、自分なりに工夫したりしながら存分に
      遊ぶ。
（2） 友達や教師と楽しく遊ぶ。

（1） 自分の力を発揮して活動に取り組み、満足感を味わう。
（2） 自分の役割を意識し、教師や友達と一緒に活動する。

（1） 自分の仕事や活動にやりがいをもち、意欲的に活動する
　　　生徒
（2） 自分の力で様々な活動に、存分に取り組む生徒
（3） 自分の役割に進んで取り組む生徒
（4） 活動を成し遂げ、満足感、成就感をもつ生徒
（5） 仲間と協力しながら楽しく活動する生徒
(6) 丈夫な体をつくり、すこやかな心をもつ生徒

学　校　教　育　目　標

小　学　部　目　標

遊びの指導　ねらい

生活単元学習　ねらい

中　学　部　目　標

目標及びねらい

学校生活の様々な活動
や役割が分かり取り組
む。

自分で考え、選択し、自
分なりの手段で思いを
伝えながら取り組む。

様々な経験をし、好き
なことや得意なことを
増やしながら、みんな
と楽しく取り組む。

遊具や遊び場の使い方
や体の動かし方が分か
る。

まねや工夫をして、友
達や教師と一緒に遊
ぶ。

知識及び技能
思考力・判断力・

表現力等
学びに向かう力、

人間性等

目的や内容、役割が分
かり、自分の力を発揮
しながら精いっぱい活
動する。

よりよく活動するため
に自分で考え、判断し、
伝え合いながら活動す
る。

自分から取り組み、仲
間とともに、最後まで
活動する。

 
活動内容や役割、体や
手指の動かし方が分か
り活動する。

選択や工夫をしたり、
思いや考えを伝えたり
しながら活動する。

楽しく、進んで、最後ま
で活動する。

これまでの経験を基に
活動内容や自分の役割
が分かり取り組む。

仲間とともに活動する
中で、自分で考えたり、
思いを伝え合ったりす
る。

仲間と協力し、やりが
いを感じながら存分に
取り組む。

〇豊かに生きる力
　自分の役割に意欲的
に取り組んだり、見通
しをもって自分から進
んで取り組んだり、時
間いっぱい取り組んだ
り、気持ちを整えなが
ら最後まで取り組んだ
り、お互いを認め合い
ながら仲間と協力した
りすることで達成感や
満足感、成就感を得な
がら活動すること

〇自分で考え、
       　 行動する力
　自分で考え、選び、
決定し、実行すること

〇仲間と一緒に
       　 取り組む力
　自分の考えや思いを
伝えたり、相手の考え
や思いを受け入れたり
しながら、仲間ととも
に考え、取り組むこと

〇現在及び将来の
　社会生活に生き
　る知識・技能
　様々な学習活動に取
り組むために必要な知
識・技能及び学習活動
や生活に活用できる知
識・技能
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学ぶのかを確認することができた 3）4）。また，同じ

学習活動であっても児童生徒の実態によって関連

する各教科等の目標・内容が異なること，各教科等

を合わせた指導には多くの各教科等の目標・内容が

関連していること，授業者が関連する教科の内容を

踏まえた支援を行ったことなどが授業研究会を通

して明らかになった。 

(3)どのように学ぶか どのように支援するか 

 本校では「授業づくりの視点」に基づいた単元づ

くりを行っている。「授業づくりの視点」に基づい

た単元づくりを行うことで，児童生徒がどのように

学ぶか，教師がどのように支援するかを児童生徒の

実態に応じて明確にしながら授業実践ができるよ

うになっている。 

(4)何が身に付いたか 

前次研究 1)で取り組んだ観点別評価を生かし，児

童生徒の主体的に活動する姿を見取り，その見取っ

た内容を「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体

的に学習に取り組む態度」の３観点で整理した。こ

のような観点別評価を行うことで，「主体的に活動

する姿」という目標がぶれることなく授業実践を行

うことができた。また，主体的に活動する姿につい

て授業者間で確認しながら３観点に整理すること

でより具体的に児童生徒が何を学び，何が身に付い

たのかを評価することができた。 

（5）学校公開研究会 

新型コロナウイルス感染症予防の観点から，参加

対象を県内の小中学校，及び特別支援学校の教員と

し，かつ，各分科会の人数を制限しながら学校公開

研究会を実施した。分科会では，どの授業において

も児童生徒が主体的に活動している姿が多く見ら

れたとの意見や感想が参加者から出された。また，

本校の「育成を目指す資質・能力」につながる授業

であったかということについては，後日，参加者か

ら出された付箋をまとめたところ，どの授業におい

ても「育成を目指す資質・能力」の三つの柱につい

て付箋が出されていたことから，「育成を目指す資

質・能力」につながる授業であったと考えられる。

図５は小学部分科会の研究協議の付箋をまとめた

ものである。 

 

 

図５ 研究協議記録のまとめ（小学部） 

 

 

７７  成成果果とと課課題題  

（1）成果 

① 本校の「育成を目指す資質・能力」を明確にす

ることができた。教育課程の中心に据えている

各教科等を合わせた指導の「育成を目指す資質・

能力」を明らかにし，全校で共有できた。 

② 児童生徒一人一人の学びを確認する「単元構想 

シート」を踏まえながら，「各教科等関連表」を

作成したことで，児童生徒の学びがつながるよ

うな指導計画を立てることができた。それによ

り授業者が他の学習との学びのつながりを意図

した授業づくりが行えるようになった。 

③ これまであった授業づくりの流れに，本研究で

取り組んだ「育成を目指す資質・能力」，「各教

科等関連表」「単元構想シート」を組み込むこと

で授業づくりを中心としたカリキュラム・マネ

ジメントを確立することができた。 

（2）課題 

① 学校公開研究会の参加者からの付箋により，明

らかにした本校の「育成を目指す資質・能力」

を意識した授業づくりはできていると考えられ

る。しかし，日々の授業づくりに無理なく自然

に落とし込むためには，まだ検討が必要である。 

② 児童生徒一人一人の学びを確認しながら授業づ

くりを行うことができるという意味で「単元構

想シート」は大変有効である。しかし，実践さ

れる単元全てにおいて作成することは，膨大な
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時間を要するなど現実的ではない。今後，どの

ように活用していくか検討する必要がある。 

  

８８  おおわわりりにに  

今後も，本校の「育成を目指す資質・能力」

を育んでいき学校教育目標の実現につながるよ

うな授業実践をしていきたい。そのために，次

年度は，本校の「育成を目指す資質・能力」及

び「各教科等関連表」を教育課程に位置付けた

り，遊びの指導，生活単元学習，作業学習にお

いて関連する各教科の学習内容等を年間指導計

画に記載したりすることとした。これまでの取

り組みを普段使いできる形で整理することで，

授業づくりを中心とした本校のカリキュラム・

マネジメントを好循環させていきたい。 
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